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研究成果の概要（和文）：構造化アカデミック・ポートフォリオ(SAP)およびその作成を行うワークショップを
開発した。作成者および作成支援者への質問紙調査により、SAPの価値は、自分の活動に関する深いリフレクシ
ョンにあることが確認された。また、作成ワークショップは特に作成支援者の支援の質が重要であることが示唆
された。さらにSAP作成の効率化ツールであるSAPチャートを特定専門領域（看護学）に特化した構造化ナーシン
グ・ポートフォリオ・チャート（SNPチャート）などの開発も行った。これら簡便なツールもまたリフレクショ
ンを支援する方法であり、よい導入となることが確認された。

研究成果の概要（英文）：Structured Academic Portfolio (SAP) and a workshop for a support of creating
 SAP were developed. By questionnaire survey to creators and creation supporters, it was confirmed 
that the value of SAP is in deep reflection with respect to their activities. In addition, it was 
suggested that the quality of support of the creationg supporters, in particular, was important for 
the workshop.  Structured Nursing Portfolio Chart (SNP chart) specializing in a certain discipline 
(nursing) as an derivative version of SAP chart, which is an efficient tool for creating SAP. These 
simple tools are also an effective method to enhance reflection, confirming that it is a good 
introduction to heavier reflection tool.
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様 式 Ｃ－１９，Ｆ－１９－１，Ｚ－１９，ＣＫ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 
(1)国内外のアカデミック・ポートフォリオに
関連する研究動向 
 アカデミック・ポートフォリオ（以下，AP）
は，教育活動のみを扱うティーチング・ポー
トフォリオ(以下，TP)  とともに，欧米では
昇進等に用いる多角的な業績評価の一手法
として広く認知されている．一方，国内にお
いては，ポートフォリオは教育の質向上への
関心の高まりから注目されつつあるが，業績
評価方法というより，個人の活動改善の方法
として，まず，TP が徐々に広まっている状
況である．AP は，「TP の次に作成する TP
の拡張版ポートフォリオ」として認知されて
いる段階であるが，TP 同様に活動の改善や
目標設定に主眼がおかれている．教員の多岐
にわたる活動を俯瞰する自己省察を中心と
した AP の作成は，作成者にとっても，作成
の支援者にとっても，大学教員としての成長
を促し活動を活性化する契機となりうると
考えられるが，その価値の探究に関する研究
はそれほど進んでいないのが現状である．ま
た，質保証の点についても，ワークショップ
自体に基準を設ける試みはあるが，作成プロ
セス自体の質保証にはあまり踏み込めてい
ない．  
 (2)これまでの研究成果をふまえ本研究を着
想するに至った経緯  
 研究代表者は，大学教員の教育業績の可視
化方法という観点から，2007 年に TP に関す
る研究を開始し，TP に関する書籍の翻訳，
日本の文脈に適応した TP 作成ワークショッ
プの開発・実施，講演等を通じた情報発信，
そして，情報共有のためのウェブサイト構築
等，国内における TP の普及支援に関わる研
究と実践活動を一貫して行ってきた．AP に
ついても 2012 年に作成方法の開発を行い，
TP と同様に普及支援研究を開始している．
AP は，教育に加え，研究・管理運営・社会
貢献といった教員の活動全般を扱うことか
ら，例えば，新任教員がキャリアパスを考え
るために利用する等，教育に特化した TP よ
りも潜在的なニーズはあるものの，実際には
次に挙げる課題が普及を阻んでいる．まず，
先述の通り AP 作成の価値が十分に明示され
ていないという点である．AP 作成後のアン
ケートでは作成に対する評価は一様に非常
に高いが，それは「作成してはじめてわかる」
のが現状である．第二に，AP 作成に要する
時間の問題がある．現行 AP は TP 作成を経
て AP 作成という二段階の手続きをとり，計
6 日間を必要とするため，時間確保のハード
ルが高い．したがって，作成の価値が不明で
かつ作成に要する時間も長く，質保証の体制
も明確ではないという現状を鑑みると，費用
対効果を考えれば AP 作成という行動は生じ
にくいと言わざるを得ない． 
 これらの課題を多角的な角度から解決を
試み AP の普及を促し大学教員の活性化に資
することが本研究課題の目的である． 

２．研究の目的 
本研究期間内に明らかとなる，あるいは実

現しようとする事項は以下の 3 点である．つ
まり，１．で挙げた２つの課題の解決，およ
び得られた知見および AP 作成に有益なリソ
ースを公開することである． 
  (1) アカデミック・ポートフォリオ作成
の価値の明確化〜自己省察および作成支援
を中心に〜 

TP の研究から導かれた知見より，作成支
援を伴うポートフォリオ作成は深い自己省
察を促すとされる．しかし，そこで生じてい
る自己省察の質，プロセスおよび効果につい
ては，明らかではない．そこで本研究では，
AP 作成において自己省察することの価値を
明らかにする．また，従来 AP 作成の”コス
ト”とみなされてきた，作成支援者(メンター)
についてもその役割を担うことの価値を明
らかにし，支援の捉え方の転換をはかる．以
上より，AP 作成の価値を多角的に明示する． 
   (2) アカデミック・ポートフォリオ作成プ
ロセスの合理化と質保証 
現行の AP 作成が長時間を要することは

AP 普及を阻む要因の一つである．本研究で
は，AP の作成プロセスの質を担保しながら，
作成時間の短縮を試みる．方法としては，ま
ず，作成プロセスにおける自己省察部分の支
援を目的として，既に開発されている構造化
AP[4]を用い，作成者独力による深い自己省
察を可能にすることで，作成時間を現行の 6
日間から 3 日間に短縮する．また，作成プロ
セスの質の維持の方法として，特に自己省察
が促進される作成支援者(メンター)との 1 対
1 の対話部分(メンタリング)の質担保を目的
に開発されたメンタリングチェックシート
[5]の活用と，メンターおよびメンターのサポ
ート役のスーパーバイザーの研修プログラ
ムについて計画・実施し，それぞれ効果検証
を行う． 
   (3) 得られた知見および事例のウェブサ
イトにおける公開 
本研究で得られた成果は，全てウェブサイ

ト等から公開を行う．また，AP の実例や作
成プロセスの支援のケース(メンタリングの
実例)，AP の機関への導入事例等，AP の普
及に有用な情報のアーカイブ構築も行う．こ
れらについても，ウェブサイト上で公開し，
AP 作成や導入の支援に資する． 
 
３．研究の方法 
(1) AP 作成の価値の明確化 
 (1)-A  AP 作成における自己省察の特徴お
よび意義の構成 
AP 作成における自己省察の特徴やその意

義を明らかにするにあたり，リフレクション
に関する一連の関連研究・理論を概観する．
そして，AP作成時に行われる自己省察の特徴
および意義について考察し，まとめる．妥当
性検証に向けて質問紙調査および半構造化
面接の項目準備を行う． 



(1)-B  AP 作成におけるメンター役割の意義
の構成 
作成支援者(メンター)の役割に注目する．

メンターは，AP作成者の深い自己省察を支援
する点において非常に重要な役割を果たす
が，この役割に求められる能力は，他の場面
にも活かされる可能性が高い．(1)-A と同じ
く，まず，メンター活動に関する文献研究を
行い，メンター役割の特徴と意義について整
理し，その記述の妥当性を確認するための来
年度の調査に必要な項目準備を行う．  
 (1)-C アカデミック・ポートフォリオ作成
の価値に関する妥当性検証と提案 
平成 27 年度に設計した調査計画に基づき

質問紙調査および半構造化面接等によりデ
ータ収集を行う．得られたデータは適宜，量
的データ分析および質的データ分析を用い
て，「AP 作成の自己省察の意義」および「AP
作成支援の意義」の各記述についての妥当性
検証を行う．  
 (2) アカデミック・ポートフォリオ作成プ
ロセスの合理化と質保証 
 (2)-A 構造化アカデミック・ポートフォリ
オの作成ワークショップのテスト 
構造化アカデミック・ポートフォリオを用

い，従来の作成方法である「TP 作成→AP 作
成」ではなく，直接 AP 作成を行う 3 日間ワ
ークショップを設計する．そのパイロットテ
ストを，連携研究者の所属機関の協力を得て
少なくとも 2-3 カ所において実施する． 
 (2)-B メンタリングチェックシートの有
効性の評価 
(2)-A の実施にあわせ，メンタリングの質

保証のためのチェックシートの有効性評価
を実施する． 
 (2)-C メンターおよびスーパーバイザー
の役割および資質の抽出と整理  
(2)-A の実施にあわせ，メンターおよびス

ーパーバイザーの役割と資質の抽出と整理
を行う．連携研究者に協力を依頼する他，ワ
ークショップ中のメンターのミーティング
を利用したデータ収集を行う． 

(2)-D アカデミック・ポートフォリオの新
しい作成方法の本格実施 
平成 27 年度に実施した構造化アカデミッ

ク・ポートフォリオを用いた新型ワークショ
ップのパイロットテストについて参加者か
ら得られた各種データを分析し，修正を行っ
た上で本年度より本実施に移行する．安定的
にワークショップを開催できるよう再度連
携研究者に協力を依頼し，AP の新方法による
作成の普及を進める． 

 (2)-E メンタリングチェックシート運用 
 (3) 得られた知見および事例のウェブサイ
トにおける公開 

(3)-A 事例アーカイブの実装 
実際に作成される AP や多様なメンタリン

グの事例，導入方法の具体例についての事例
アーカイブのデザインをはじめる．公開内容
および方法等について連携研究者より適宜，

助言を得る． 
 (3)-B アーカイブに収蔵する事例の収集開
始と実装 
平成 27 年度にデザインを決定したアーカ

イブに収蔵する事例の収集を行う．i)実際に
作成された AP，ii)問題のあるケースへうま
く対処した例等多様なメンタリングのケー
ス，および iii)機関への AP 導入の各事例の
アーカイブ化を予定している．また，アーカ
イブに追加された事例は適宜公開を行う． 
 (3)-C アカデミック・ポートフォリオの解説
用パンフレット作成 
アカデミック・ポートフォリオの意義が明

らかとなり，作成方法についても一定の合理
化と質保証が実現すると見込まれる最終年
度に，APの普及を目的としたパンフレットの
作成を行う．TPについては既にパンフレット
が存在し，その普及活動において手軽な紹介
媒体として重要な役割を果たしている． 
 
４．研究成果 
アカデミック・ポートフォリオのもっとも

大きな価値は活動全体のリフレクションに
より理念を見出し，活動を統合的にとらえる
ところにある．その価値を効率的に実現でき
るよう，構造化アカデミック・ポートフォリ
オ（SAP）を開発した． 
また，その作成支援として開発された SAP

作成ワークショップにおいては，従来の事前
課題に加え新しく開発したSAPチャートを加
えたワークショップ設計とした．このワーク
ショップでは，従来の「ティーチング・ポー
トフォリオを作成してアカデミック・ポート
フォリオを作成する」という 6日間かかって
いた期間を３日間に短縮し，作成の障壁を低
くすることができた．また，ワークショップ
中の作成者とその作成支援者との一対1のミ
ーティングの質保証を目指したメンタリン
グチェックシートを開発した．その効果を検
討した結果，ミーティングの質保証に資する
ことが示唆された． 
アカデミック・ポートフォリオ普及の課題

は，短縮できたとはいえ，３日間を要すると
いう「時間がかかること」にある．したがっ
て，最大の価値であるリフレクションに重き
をおいた別の複数の取り組みの効果につい
ても検討を行った．第一に，SAP 作成ツール
の一部である SAP チャートを応用して，看護
師のリフレクションを目的とした構造化ナ
ーシング・ポートフォリオ・チャートの開発
を行い，チャートの効果について検討した．
第二にティーチングの活動を取り出して 1ペ
ージにまとめるティーチングステートメン
ト及び研修の開発と実施を行った．ステート
メントはポートフォリオの構造はそのまま
に簡易版と位置づけられ，短時間で作成でき
かつグループによるフィードバックの仕組
みを取り入れることからスケーラビリティ
ーの向上が期待できる． 
ウェブサイトである「ティーチングポート



フォリオネット」には随時ワークショップの
情報が配信される仕組みを整えた．さらにワ
ークショップにおいて，ポートフォリオをメ
ンターメンティーで共有することで運営の
支援を目的とする仕組みを設計し構築を行
った．また，アカデミック・ポートフォリオ
の普及支援を目的としてパンフレットの作
成を行った． 
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